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１.概要

1

2022年3月9日に原子力規制委員会において『東京電力ホールディ
ングス株式会社福島第一原子力発電所の中期的リスクの低減目標
マップの改定（3回目）』の中で、「東京電力福島第一原子力発電
所の中期的リスクの低減目標マップ 改定案(2022年3月版) 」が議
論され、了承された。
第97回特定原子力施設監視・評価検討会で当社から示した意見の
うち、目標時期を変更した項目について、今後の廃炉作業の計画を
踏まえ完了までの中間目標を取りまとめた。



2.東京電力福島第一原子力発電所の中期的リスクの低減目標
マップ改定案(2022年3月版)※

：中間目標設定項目
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2.東京電力福島第一原子力発電所の中期的リスクの低減目標
マップ改定案(2022年3月版)※

3

④

：中間目標設定項目
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※：東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所の中期的
リスクの低減目標マップの改定（3回目）より（令和4年3月9日原子力規制委員会付議）抜粋
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3.計画（1/4）
分野：固形状の放射性物質
項目：①廃棄物貯蔵庫(10棟) 運用開始（2023年度上期）
年度：2023年度

【完了目標】
• 固体廃棄物貯蔵庫第10棟は、3棟設置を行う計画であり、1棟目の運用を2023年度

上期に開始する。3棟全ての運用は2024年度に開始することを目標に進めている。
【2022年度の中間目標】
• 現在、評価に時間を要している建屋の耐震評価及び安全機能喪失時の線量評価等の

確認を進め、建屋の設計確定を行い、2022年度内に1棟目及び2棟目の建屋の設置
工事を開始する。

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

耐震及び線量評価、
設計（建屋、機器）

設置工事
（建屋、機器）

運用開始

順次設置（3棟）
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3.計画（2/4）
分野：固形状の放射性物質
項目：②大型廃棄物保管庫（Cs吸着材入り吸着塔）クレーン設置工事開始

②大型廃棄物保管庫（Cs吸着材入り吸着塔）設置
年度：2022年度、2023年度

【完了目標】
• 大型廃棄物保管庫は、2023年度の運用開始を目標に進めている。
【2022年度の中間目標】
• 現在、評価に時間を要しているSs900等の建屋・機器の耐震評価を踏まえ、設備設

計及び製作を進め、 2022年度内に揚重設備（クレーン）の設置工事を開始する。
• 揚重設備の設置と並行して、耐震評価を踏まえた建屋補強等の検討を進めていく。

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

機器設計

製作、設置工事（ク
レーン、架台）

建屋補強検討・設計

建屋補強工事

運用

クレーン

吸着塔架台（順次設置）
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3.計画（3/4）
分野：固形状の放射性物質
項目：③ALPSｽﾗﾘｰ安定化処理設備設置工事開始

③ALPSｽﾗﾘｰ安定化処理設備設置
年度：2022年度、2024年度

【完了目標】
• ALPSスラリー安定化処理設備は、2024年度に運用開始を目標に進めている。
【2022年度の中間目標】
• 第92回特定原子力施設監視・評価検討会での指摘事項等を踏まえ、現在検討に時

間を要している閉じ込め機能の検討及び建屋・機器の耐震評価を速やかに進め、
これらを反映した設備設計を決定し、2022年度内に設置工事を開始する。

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

閉じ込め機能/耐
震設計に関する
検討

建屋設置

機器製作・設置

運用
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3.計画（4/4）
分野：液状の放射性物質
項目：④高性能容器（HIC）内スラリー移替作業

④2022年1月末までに積算吸収線量が上限値(5,000kGy)を超えた
45基の移替

年度：2023年度内、2022年度内
【完了目標】
• 新たに2023年度末までに発生する積算吸収線量が5,000kGyを越えるHICも含め

2023年度内に移替を完了させる。
• 2023年度末以降、ALPSスラリー安定化処理設備の運用開始まで、積算吸収線量

が5,000kGyを越えるHICは経過時間に伴い増加するため継続的に対応する。
【2022年度の中間目標】
• 2023年度末までに積算吸収線量が5,000kGyを越えるHIC は102基発生する。
• これまでの作業実績を踏まえつつ、スラリー濃度に応じた安全対策を講じて、

2022年度内には、2022年1月末までに積算吸収線量が5,000kGyを超えるHIC
45基分の移替を完了させる。

• なお、積算吸収線量が5,000kGyを越えるHICは、静置状態では漏えいリスクは
ないものの、スラリー移替が完了するまでは漏えい監視を行いつつ、適切に管理
する。
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3.計画（4/4）
分野：液状の放射性物質
項目：④高性能容器（HIC）内スラリー移替作業

④2022年1月末までに積算吸収線量が上限値(5,000kGy)を超えた
45基の移替

年度：2023年度内、2022年度内

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

安全対策の確認
作業（HIC2基）

HIC内スラリー
移替作業
（5,000kGyを超
えたHIC）

【2024年度～】
HIC内スラリー
移替作業
（5,000kGyを超
えたHIC）

45基（2022年1月末ま
でに超えるHIC）完了

102基（2023年度末まで
に超えるHIC）完了


